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黒木小学校 (福田博校長、22人)は、11月
11日、炭焼きの歴史、作リ方を学ぼうと、炭
焼き体験学習を行いました。

同地区の井川|吉春、三男さんの炭がま 、指

導によリ力シや雑木などが入れられ、レンガ

とねり土で入口にふたがされました。最後に

火入れが行われると 、児童たちから一斉に拍

手がおこりました。

炭は、3日間燃やした後、5日間むし焼き
すると出来上がるそうです。釜出しが楽しみ

ですね/…… (% .黒木町)

平成元年 12月号
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信念でいきたい郷土の芸結

11月2日 (前夜祭). 3日 (本祭り〉=おおむら祭

砂黒丸踊

豊年感謝、

で華麗な黒丸踊。

文化財です。

秋
を
彩
る
「
第
お
回
む
お
む
ら
祭
」
が
、
日
月
2
日
(
前

夜
祭
)
と
3
日
(
本
祭
り
)
の

2
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
十祭

一言
、
ミ
ス
選
彰
式
、
職
場
対
抗
歌
合
戦
が
市
民

会
館
で
、
本
祭
り
で
は
、
バ
ト
ン
鼓
隊
や
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、

ミ
ス
大
村
パ
レ
ー
ド
、

民
踊
道
行
、
郷
土
芸
能
、
た
る
み

こ
し
な
ど
の
街
頭
む
よ
び
広
場
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
祭
り
は
、
大
村
駅
前
を
出
発
点
に
ア
ー
ケ
ー
ド
、

祭
り
広
場
(
市
営
球
場
)
へ
と
続
き
、
訪
れ
た
人
は
、
秋

の
余
韻
の
残
る
き
わ
や
か
な
1
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

&前夜祭 (11月2日・市民会館)

ミス選彰式・職場対抗歌合戦でにぎわいま

した O 職場対抗は県営パスチームが優勝。

惨ミス大村のパレード

きらびやかな衣装にまとわれ

〈パレードするミス 3人。視線が

集中します口きれいね.ノ

A民踊道行

連合婦人会、民踊協会、民踊愛

好会、農協婦人部の総勢 350人

によ り祭を盛り上げました。

f 

L 

ぐ!

A 日舞道行

大村藤間流五社中による、優雅な舞いo

b樽みこし
祭に欠かせない「樽 i

みこし」女性チームも

加わり500人が参加。

走る・まわす・上げ 。

る、勇ましいみこしに、

祭も最高潮。

‘
今
村
浮
立

1
8
4
年
の
歴
史
を
も
っ
今
村
一
時
立
、

子
や
係
に
伝
授
し
て
ほ
し
い
郷
土
芸
能

で
す
。

A

太
鼓
の
競
演

く
じ
ら
太
鼓
、
五
木
瓜
(
写
真
)
、

ホ
i
ク
太
鼓
の
共
演
。

直
径
は
m
、

長
さ
幻

m
の
大
太
鼓
も
加
わ
り
ま

し
た

A コッコデショ(水主町)

モ ソテコーイ/モッテコイ.ノ

壮観な演技に拍手喝さい、アン

コールの声に、元気に応えます。

企カーニパル

なんといっても子供に人気の

あるのは、カ ーニパル。4部隊

の趣向を凝らした出し物に、チ

ピッ子の歓声があがります。



1
年
間
よ
ち
し
く

ー
美
の
使
節
ミ
ス
3
人

1

ミ
ス
大
村

下
回

.Pl言語甲 宇絞

っインドミJI"~同ケストヲ演奏会

ミ
ス
大
村
桜

村
里
聖
子
さ
ん

香
さ
ん

秋田の風さわやかに

ミ
ス
花
菖
蒲

中
村
章
子
さ
ん

角館中ウインドミル

オーケストラ受歓演奏会

大
村
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
、

秋
田
県
角
館
町
の
角
館
中
学
校
ウ
イ
ン
ド

ミ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
い
て
の
演
奏
会

が
、
日
月
4
日
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、

中
学
生
離
れ
し
た
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

戊
辰
の
役
の
縁
で
、
昭
和
弘
年
7
月
に

大
村
を
代
表
す
る
、
美
の
使
節
ミ
ス
3

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ミ
ス
大
村
に
は
下
回
香
さ
ん
(
幻
歳
・

宮
小
路
2
丁
目
、
会
社
員
)
。
ミ
ス
お
お
む

ら
桜
に
は
村
里
聖
子
さ
ん

(印
歳

・
森
園

町

・
学
生
)
。
ミ
ス
花
菖
蒲
に
は
中
村
章
子

さ
ん
(
幻
歳
・
久
原
1
丁
目
・
ピ
ア
ノ
講

師
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

下
回
さ
ん
は
、
身
長
問
側
、
趣
味
は
映

画
鑑
賞
。
村
里
さ
ん
は
、
身
長
山
側
、
趣

味
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
中
村
さ
ん
は
、
身

長
問
倒
、
趣
味
は
読
書
、
音
楽
鑑
賞
。

選
彰
式
は、

日
月
2
日
、
お
お
む
ら
祭

の
前
夜
祭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
3
人
に
は
、

1
年
間
い
ろ
ん
な
行

事
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
以
来
、
よ
り
深
い

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
演
奏

は
、
姉
妹
都
市
提
携
叩
周
年
を
記
念
し
、

ま
す
ま
す
親
善
を
深
め
よ
う
と
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
創

部
日
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

演
奏
会
は
、
2
部
に
分
れ
て
行
わ
れ
、

1
部

(
昼
)
で
は
中
一
平
生
を
対
象
に
、
2

部
(
夜
)
で
は
一
般
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
文
部
大
臣
奨
励
賞
第
1
位
、
牧
田
県
芸

術
文
化
栄
光
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ウ
イ
ン

ド
ミ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
演
奏
も
す
ば
ら

し
く
、
1
曲
ご
と
に
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
村
少
年
合
唱
団
、

カ
ト
レ
ア

コ
ー
ラ
ス
、
西
大
村
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

桜
が
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
も
友
情
出
演
し
、

角
館
町
と
大
村
市
が
よ
り
身
近
に
、
よ
り

強
い
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

市の木

<I~<lf}Jさ~Iè怠値111

館み
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ケ演
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市 魅
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館た
一 角

平
成
元
年
6
月

1
E
に
指
定
さ
れ
た
、

市
の
木
「
イ
チ
イ
ガ
シ
」
の
記
念
植
樹
が

叩
月
幻
目
、
市
役
所
玄
関
前
両
側
で
松
本

市
長
、
吉
川
議
長
、
上
野
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
長
、

高
瀬
商
工
会
議
所
会
頭
、
金

子
農
協
組
合
長
の
5
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
年
5
月
全
国
植
樹
祭
が
行
わ
れ
る
の

を
機
に
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
気
投

票
の
結
果
、
推
ケ
原
町
に
国
指
定
の
天
然

記
念
物
「
イ
チ
イ
ガ
シ
原
生
林
」

が
あ
る

こ
と
か
ら
イ
チ
イ
ガ
シ
が
市
木
と
指
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
各
出
張
所
、
市
コ
ミ
セ
ン
、

市
立
病
院
お
よ
び
森
園
公
園
に
も
植
樹
さ

れ
て
い
ま
す
。

金
婚
を
視
っ
て

結
婚
生
活
叩
年
を
祝
う
金
婚
祝
賀
記
念

品
贈
呈
式
が
日
月
8
目
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
M

h

組
。
松
本
市
長
は
、
今
ま
で
の
労
を
ね
ぎ

E
口稔

ら
う
と
共
に
「
こ
れ
か
ら
も
、
明
る

い
充

一一白

川

実
し
た
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

状
セ
買
ミ

と
あ
い
さ
つ
し
、
1
組
づ
つ
に
金
婚
祝
賀

兄
コ
j
市

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

水

炉

受

賞

者

を
代
表
し
て
、
松
尾
皐
月
さ
ん

いつ

(
岩
松
町
)
が
、
「
戦
前
・
戦
後
の
苦
し
い

山川
副
肘
い

nv

1
t
時
代
を
共
に
乗
り
越
え
、
今
日
の
平
和
な

F
り

liv

か
ま

日
々
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

長
れ
市
ら

ら
は
、
若
い
世
代
の
人
の
お
手
伝
い
と
共

杭

滑

に
意
義
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
努
め

た
い
」
と
お
札
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

l
M
組
に
記
念
品
贈
呈
l

市木と指定された 「イチイガシ」

の記念植樹…(% ・市役所前)
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都市計語道路池田森醤線杭出津松原線開通

司静

待
望
の
両
線
の
開
通
を
祝
っ
て
行
わ
れ
た

開
通
式

(
務
・
古
賀
島
町
)

市
彼
所
前
に

メ
モ
リ
ア
ル
む
ふ

ー

と
き
め
き
の
未
来
を
象
徴

l

な拠点の奨

=池田森園線・杭出津松原線開通=記念碑の目録を松本市長に

贈呈する石坂理事長(左)

九
州
横
断
自
動
車
道
大
村
イ
ン
タ
ー
か
ら
長

崎
空
港
を
結
ぶ
、
池
田
森
園
線
と
南
北
に
走
る

杭
出
津
松
原
線
が
連
結
。
日
月
白
日
、
現
地

(
古
賀
島
町
)
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

池
田
森
園
線
は
、
大
村
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道

弘
号
線
、
杭
出
津
松
原
線
ヘ
接
続
す
る
幹
線
道

路
で
す
。
杭
出
津
松
原
線
は
、
杭
出
津
1
丁
目
の
国
道

弘
号
線
か
ら
長
崎
空
港
・
古
賀
島
町
を
経
て
寿

古
町
ま
で
、
国
道
弘
号
線
を
補
完
す
る
。
南
北

縦
断
幹
線
道
路
で
す
。

両
線
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
供
用
開
始
は
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
両
線
を
結
ぶ
古
賀
島
町
付

近
が
未
開
通
で
し
た
。

開
通
式
に
は
、
柴
田
副
知
事、

松
本
市
長
を

は
じ
め
建
設
省
、
県
議
会
、
地
元
代
表
な
ど
約

2
5
0
人
が
出
席
。
神
事
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
の
あ
と
、
通
り
始
め
を
し
て
開
通
を
祝
い
ま

ま
し
た
。

大
村
青
年
会
議
所

(1
J
C
、
石
坂
和
彦
理
事

長
、
幻
人
)
の
創
立

ω周
年
の
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
市
役
所
玄
関
前
に
建
立
し
て
い

た
メ
モ
リ
ア
ル
シ

ン
ボ
ル
(
記
念
碑
)
が
完
成
、

印
月
幻
目
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
は、

肥
前
六
方
石
を
素
材
に
六
角
柱

で
、
高
さ
6

m
と
5

m
の
2
本
。
大
村
の
タ
と

き
め
き
の
未
来
々
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
記
念
碑
は
、
一
本
物
と
し
で
は
日
本

一
の
相
官
慢
だ
と
の
こ
と
で
す
。

周
囲
は
、
市
が
玄
関
前
整
備
と
し
て
、
芝
生

・
サ
ツ
キ
の
植
栽
、
レ
ン
ガ
敷
の
歩
道
な
ど
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
石
坂
理
事
長
を
は
じ
め
、
松
本
市

長
、
吉
川
議
長
、
会
員
ら
が
出
席
し
、
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

大
村
藩
士
の
遺
徳
を
し
の
び

--4-

ー
角
館
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
叩
周
年
を
記
念
し
、
戊
辰
戦
役
碑
建
立
H
H

6
人
は
、
秋
田
県
角
館
町
・
刈
和
野

な
ど
を
転
戦
し
ま
し
た
が
、
当
時
日

歳
の
少
年
鼓
手

・
浜
田
謹
吾
を
は
じ

め
、
幻
人
が
戦
死
、
日
人
が
負
傷
し

ま
し
た
。

こ
れ
が
縁
で
日
年
7
月
、
角
館
町

と
姉
妹
都
市
を
結
び
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
機
に
同
8
月
、
五
口
往
会
(
中
瀬

正
隆
会
長

-m人
)
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

同
会
は
、
日
年
日
月
浜
田
謹
吾
少
年
の
像
を
、

そ
し
て
、

今
回
は
姉
妹
都
市
提
携
叩
周
年
を
記

念
し
て
「
戊
辰
戦
役
記
念
碑

一
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

式
に
は
、
中
瀬
会
長
を
は
じ
め
松
本
市
長
、

高
橋
角
館
町
長
、
五
口
往
一
会
員
な
ど
約
刊
人
が
出

席
、
神
事
や
除
幕
、
戊
辰
太
鼓
の
披
露
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

遺
徳
を
し
の
び
建
立
さ
れ
た

「
戊
辰
戦
役
記
念
碑
」
(
大
村
公
園
内
)

今
か
ら
1
2
1
年
前

(
慶
応
4
年
)
の
戊
辰

戦
争
で
犠
牲
と
な
っ
た
、
大
村
藩
士
の
遺
徳
を

し
の
ぶ
「
戊
辰
戦
役
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
、

日
月
2
目
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
村

公
園
内
・
玖
島
城
虎
口
門
跡
の
前
に
、
浜
田
謹

吾
少
年
像
と
並
び
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
大
村
藩
の
北
伐
軍
(
吾
往
隊
)
3
2

社会福祉基金を寄付される

浜田愛子さん(右から2番目)

浜田愛子さん(東三城町)は、

社会福祉基金に役立ててください

と、 このほど市役所を訪れ、亡夫

(彊さん)の香典返しとして、100

万円を寄付されました。



処
分
に
は
万
全
一の
体
制

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
安
全
祈
願

l

新設される一般廃棄物最終処分場建設

予定地 (陰平町)

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
の
安
全
祈
願

祭
が
叩
月
幻
目
、
現
地
の
陰
平
町
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
処
分
場
は
、
現
在
の
処
分
場
と
隣
り
合
わ

せ
の
所
に
あ
り
、
面
積
は
1
万
3
1
0
0
2
m
、

教育功労者を表彰

2更はえ特争社常幼努考結成
し18
た人
(と
好 1
団
市体
役が
所表

さ

フォーラム
司Q@:QJ

rn'~@包吉宮@:

我が町の歴史を通じて、大村市の

将来像を語り合います。

日時 12月3日(日)
午後 1 時30分~5 時

場所 商工会議所大ホール

司会者 高田宏

(西日本新聞社長崎総局長)

パネリスト

伊川京子 (主婦)

川添亨 (県地方課長)

久田松和則 (富松神社祢宜)

林 一馬 (長崎総合科学大学助教授)

前田喬介 (市助役)

入場料 無料

主催 大村純忠顕彰事業実行委員会

問い合わせ 実行委員会事務局 (市

役所内)

'89 

容
量
日
万
2
0
0
o
d
c
約
日
年
間
処
理
が
で

き
ま
す
。

同
地
は
、
海
岸
線
に
近
い
た
め
、
地
下
8
m

-
地
上
8
m
、
長
さ
1
0
5
m
の
え
ん
提
を
築
き
、

廃
棄
物
の
流
出
を
防
止
し
ま
す
。

ま
た
、

集
水
タ
ン
ク
、
浸
出
水
処
理
施
設
の
設
置
に
よ

り
、
汚
水
の
流
出
防
止、

浄
化
な
ど
を
行
い
、

環
境
保
全
に
万
全
を
つ
く
し
て
い
ま
す
。
完
成

は
来
年
3
月
の
予
定
。
総
事
業
費
は
約
5
億
9

4
0
0
万
円
。

大
村
市
の
教
育
・
文
化
に
貢
献
さ
れ
た
、

個
人
目
人
と
1
団
体
に
対
す
る
表
彰
式
が
、

日
月
1
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

V
大
村
市
公
民
館
連
絡
協
議
会

町
内
公
民
館
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り
、

公
民
館
活
動
の
育
成
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

V
渡
遷
貞
兎
、
藤
井
利
臣
、
早
田
正
裕

学
校
医
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
、
児
童

生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
o

v
井
手
寿
謙

考
古
学
関
係
な
ど
、
多
数
の
貴
重
な
図
書
や

学
術
資
料
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
朝
長
磯
野

市
立
図
書
館
の
整
備
充
実
の
た
め
多
額
の
浄

財
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
西
田
健
、
志
田
浩

文
化
基
金
と
し
て
多
額
の
浄
財
を
寄
贈
さ
れ
、

ま
し
た
。

。
教
職
員
『
委
ヰ
勤
続

永
田
賢
二
、
松
尾
守
補
、
福
田
弘
子
、
佐
藤

晴
男
、

西
村
ヒ
口
、
森
永
王
子
、

楠
本
清

一
郎、

浜
口
登
、
橋
口
清
子
、
小
川
和
義
、
寺
崎
喜
久
雄

ソウル五輪マラソンの女王

ロザ・モタ選手(ポルトガル)

ロザ・モタ選手 (中央)を囲むコーチであり

夫て‘もあるシ‘ヨゼ・ペドロザさfJlI)と松本市長

ポルトガルと古い歴史的友好関係

のある大村で、皆さんとわ会いし

て走るのを楽しみにしています

rKOうは〈と矛了

!
招
待
選
手

i

2度とない夢のロードレース
長崎自動車道大村・武雄間開通

天正遣欧少年使節帰国400年
切 芭怠

J...;tιιハイウェイ
r2-ドレ山ス大会
平成2年 1月14日(日)

大村・彼杵インタ一間の高速道路

とき

ところ

申し込みはお急ぎくださいy
マイペースで走り・歩ける思い出コースもあリ、どなたでも

参加できます。 まだ、申し込んでいない人はお急ぎください。

問い合わせ おおむらハイウェイロードレース大会実行委員

会事務局(市体育課内 宮②3509直通 ・官⑨41 1 1代表)
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4
車
に
は
注
意
し
て
ね
/

(
ル
必

j
ぉ
・
大
村
公
園
南
掘
花
菖
蒲
冨
広
場
)

市
内
惜
の
幼
児
ク
ラ
ブ
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ

た
、
幼
児
交
通
安
全
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
運
動
会
。

ゲ
ー
ム
や
遊
戯
を
通
し
て
、
交
通
安
全
の
知

識
を
身
に
つ
け
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

デ

力
パ
ン
リ
レ
ー
や
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
、
2
日
間

に
分
か
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
終
了
後
は
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
な

ど
の
実
施
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

-6-

A火遊びはしないで、ね/

(%.森園町の県消防学校)

遊びを通して 、防火の大切さ、消防の仕

事などを理解してもらおうと、「ちびっ子防

火大会」が開かれました。

市内22の防火クラブ員のうち 、20の保育
所 (園〉、 幼稚園から約600人が参加。
レスキュー隊の綱渡リや化学消防車・シュ

ノーケjレ車の一斉放水などの見学。チャレ

ンジコーナーでは、15t . 13 tもある消防
車との綱引きや水鉄砲、人間もぐらたたき

などで楽しみました。

A九州大会初優勝三城Aチーム
(広・松本市長と記念撮影)

10月25・26日、大分市で、行われたゲー ト

ボ jレ九州大会で、 三城Aチ」ムが初優

勝。11月2日、市役所を訪れ 、優勝報告
をされました。

試合では 、各県を代表する強豪チーム f 

の出場とあって 、患をのむ接戦が続きま、 てへー ハ(へ
したが、 持ち前のチームワークを発揮し、 /ぺ、

みこご、と九州制覇を遂げられましfたこ。 ¥¥とふてえ
¥¥Jフ

LベJド

.~雫老人スポーツ大会で優勝



欝幽
V

サ
弓
リ
i
マ
心
的

4
楢

奥
み
じ
ん
に
怒
っ
た
と
帯
、

第

3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を

1

(結婚してサラリーマンの奥さんとなったら)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

(被
扶
養
者
)

は
、
ご
主
人
の
加
入
し
て
い
る
職
場
の
年

金
(
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
)
が
保

険
料
を
一
括
し
て
負
担
す
る
第
3
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
の
届

出
は
、
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
ど
記
入

の
う
え
、
ご
主
人
の
勤
め
先
で
確
認
を
受

け
、
市
民
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
む
、
ご
主
人
の
勤
め
先
で
確
認
を
受

け
な
い
場
合
に
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
ご
主
人
の
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参

し
、
市
民
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
以
前
、
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
て
、

ご
自
分
の
ノ
去
五
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人

は
、
そ
れ
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
よ
り

直塚明子さん

い
つ
か
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

大
村
小
学
校

5
年

直

塚

明

子

「
国
民
年
金
と
い
う
意
味
を
知

っ
て
い

る
人
」
と
先
生
が
言
っ
た
時
、
(
ど

っ
か

で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
言
葉
だ
な
)
と
思

い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
き
い
て
み
る

と
、
「
国
民
年
金
と
い
う
の
は
、
若
い
時

か
ら
お
金
を
、
国
が
し
て
い
る
組
合
に
あ

ず
か

つ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
が
、

日
才
以
上
に
な

っ
て
働
け
な
く
な

っ
た
時

に
、
そ
れ
を
少
し
ず
つ
っ
返
し
て
も
ら
っ
て

生
活
に
こ
ま
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
こ
と

よ
。
そ
し
て
、
あ
ず
か
っ
て
い
る
お
金
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
調
製
す
る
、
大
村

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
資
格

の
あ
る
人
は
、
も
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

資
格
を
有
す
る
人

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
で

①
叩
ア
i
ル

(1
反
)
以
上
の
耕
作
の
業

務
を
営
む
人
お
よ
び
、
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
で
、
1
年
間
に
お
お
む
ね

ω日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
人

②
昭
和
記
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

今
町
才
以
上
の
人
に
、
出
し
て
い
る
の

よ。

ま
た
あ
な
た
た
ち
が
、
日
才
に
な
っ

て
も
ら
う
お
金
は
、
そ
の
時
の
若
い
人
が

出
し
た
お
金
よ
」
と
、
お
母
さ
ん
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

(
順
番
、
順
番
に
助
け

合

っ
て
い
る
ん
だ
な
)
と
思
い
ま
し
た
。

「お
母
さ
ん
も
国
民
年
金
し
て
い
る
の
」

と
聞
く
と
、
「
そ
う
よ
、
入
っ
て
い
る
の
よ
。

お
父
さ
ん
の
働
い
て
い
る
会
社
の
給
料

か
ら
毎
月
む
母
さ
ん
の
分
も
引
か
れ
て
い

る
の
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
口
才
で
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
こ
う
せ
い
年
会
且
を
も
ら

っ
て

い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
の
で
、

そ
の
半
分
し
か
も
ら
え
ま
せ
ん
。

わ
た
し
も
い
つ
か
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

そ
の
時、

生
活
に
こ
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

国
民
年
金
か
、
こ
う
せ
い
年
金
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
大
人
に
な
っ
た
ら
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
と
し
よ
り
の
役
に

た
ち
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
、

わ
た
し
た
ち
が
、
お
と
し
よ
り
に
な
っ
た

時
も
こ
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
、
(
日
本
に
は
い
い
仕
組
み
が

あ
る
な
)
と
思
い
ま
す
。

、、
f
/
 
申
請
期
限

平
成
2
年
1
月
刊
日
側

提
出
先

農
業
委
員
会

・
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会

・
選
挙
管
理

委
員
会

※
申
請
書
は
、
各
実
行
組
合
長
を
経
由
し

て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
が
、

配
布
も
れ
や
資
格
が
あ

っ
て
も
実
行
組

合
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
農
業

委
員
会
ま
た
は
各
出
張
所
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

新
城
町

納
税
貯
蓄
組
合
に
社

会
保
険
庁
長
官
表
彰

新
城
町
納
税
貯
蓄
組
合

(代
表
梅
原
作

市
さ
ん
)
が
、
国
民
年
金
法
施
行
初
周
年

を
記
念
し
て
日
月
6
日
、
社
会
保
険
庁
長

官
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
昭
和
初
年
4
月
か
ら
納

付
が
始
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
、
納

付
組
織
と
し
て
地
区

一
丸
と
な

っ
て
納
付

努
力
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表彰を受けられた新城町納税貯蓄組

合の皆さん

一
虚
礼
廃
止
に
ご
協
力
を
P
・一

…
県
議
会
で
は
、
年
賀
状
や
歳
暮
を
は
じ

…

一
め
、
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
祝
弔
電
、
祝

一

一
儀
、
香
典
、
供
物
、
寄
付
な
ど
、
虚
礼
に
…

…
(の
た
る
も
の
は
廃
止
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
一

一
ん
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
J
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内容

①いま活動しているクラブ

-サークjレ名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

け
'
年
や、，Jγめ
ま
す

三
令
書
留

田
中
登
志
男
さ
ん

(
白
歳
・

富
の
原
2
丁
目
)
無
職

杉
崎

鳴
子
さ
ん

(
引
歳
・
松
並
1
丁
目
)
主
婦

φ
大
村
万
年
青
愛
好
会

②
ロ
ー
は
年
前
、
同
じ
職
場
関
係
の
人
か
ら
誘

わ
れ
て
始
め
た
ん
で
す
が
、
そ
の
頃
は
、
愛
好

会
み
た
い
な
も
の
は
な
く
、
佐
世
保
の
会
な
ど

に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

昭
和
引
年
6
月
、
大
村
市
を
中
心
に
佐
世
保

や
長
崎
な
ど
の
メ
ン
バ

ー
お
人
で
「
大
村
万
年

青
愛
好
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
は

角
川
J

ハU
R
L

、。

'o
ホ

5
jノ

③
万
年
青
は
、
古
典
園
芸
植
物
で
、

1
年
中
青

葉
の
観
賞
が
で
き
る
し
、
室
内
で
も
育
J

杓
戒
す
o

ま
た
、
種
類
も
大
葉
系
、
薄
葉
系
、
縞
甲
系
、

万
年
青
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
と
も
い
え
る
、
ヨ
レ

が
入
っ
た
獅
子
系
、
専
門
家
向
け
の
羅
し
ゃ
系

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
は
大
葉
系
が
好
き
で
、

以
前
は
削

l
m鉢
育
て
て
い
た
ん
で
す
が
、
今

は

ω
l
m鉢
で
す
。

活
動
と
し
て
は
、
月
1
回
の
月
例
会
や
年
1

回
の
展
示
会
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
特
に
月

例
会
で
は
、
水

・
薬
・
肥
料
の
や
り
方
、
駆
除
、

植
え
替
え
な
ど
の
研
究
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

④
万
年
青
は
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
植
物
で
、

温
度
調
節
、
風
通
し
、
年
2
回
の
植
替
え
、
根

の
病
気
観
察
な
ど
が
必
要
で
、
余
暇

・
経
費
を

要
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
が
あ
り
、

①
金
曜
教
室
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

②
運
動
音
痴
だ

っ
た
私
は
、
・何
か
運
動
を
し
な

く
て
は
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
昭
和
印
年
に
市

の
体
力
教
室
の
募
集
が
あ
っ
て
い
る
の
を
知
り

入
会
し
ま
し
た。

5
か
月
間
の
教
室
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
後
有
志
が
集
ま
り
、
金
曜
教
室

と
し
て
発
足
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
卓
球
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

A
7
は、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け
で
す
。

③
現
在
、
会
員
は
お
人
、
初
代
か
ら
叩
代
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
好
き
の
女
性
の
集
ま
り
で
す
。

いり
ち
ょ
し
家
族

小野さん一家(陰平町)ゃ
ん

(
1
)

重
美
さ
ん

(引
)

重
典
く
ん

(8
)

一
一
く
ん

(下
)
(ワ
)

ギ
ン
さ
ん

(部
)

宮
子
さ
ん

(日
)

早
智
子
ち
ゃ
ん

(4)

家
に
は
、
前
才
に
な
る
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
ぼ
く
た

ち
4
人
き
ょ
う
だ
い
を
、
み
ん
な

お
ん
ぶ
し
て
大
き
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り

が
と
う
、

1
0
0才
ま
で
生
き
て

ね
。
こ
ん
ど
は
ぼ
く
が
お
ん
ぶ
し

て
や
る
か
ら
ね
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
、
ぼ
く
た
ち
を
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
ま
す
。

9
人
家
ぞ
く
は
、
と
て
も
に
ぎ

や
か
で
す
。
毎
日
、
笑
っ
た
リ
お

こ
ら
れ
た
リ
し
て
い
ま
す
。(重
典
)

大村

3日守aW@f1)@
価
値
観
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
展
示
会
な
ど
を
盛
大
に
発
展
さ
せ

た
い
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
ま
す
ま
す
強
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

梶
原

美

菜
子
さ
ん

(
引
歳
・
武
留
路
町
)
事
務
員
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-
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一
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司

↑
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匂
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↑
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毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
練
習
し
て
い
ま
す
が
、

ま
と
ま
り
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
終
了
後
は
持
ち
寄
っ
た
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
の
話
し
合
い
や
、
一
緒
に
買
物
に
行

く
な
ど
、
こ
ち
ら
も
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
私
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
娘
と

一
緒
に

行
く
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
、
週
4
回
位

汗
を
流
し
て
お
り
、
と
て
も
そ
う
快
で
有
意
義

な
1
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

金
曜
教
室
で
は
、
今
度
初
め
て
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
作
る
こ
と
に
な
り
、
会
員

一
同
気
持
も
新
た

長
崎
県
の
花
木
は
?
と
聞
か
れ
「
椿
」
と
答
え

る
人
は
以
外
に
少
な
く
、
ま
た
他
県
の
人
に
ど

こ
に
行
け
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
聞
か

れ
で
も
返
答
に
困
る
も
の
で
す
。

身
近
に
ど
こ
に
で
も
在
る
た
め
に
か
え

っ
て、

真
の
良
さ
を
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
椿
で
す
。

①
呂
域
会
高
下
社
中
(
琴
)

②
小
学
校
6
年
生
の
と
き
、
音
楽
時
間
に
、
レ

コ
ー
ド
鑑
賞
で
琴
の
演
奏
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
れ
に
感
動
し
て
し
ま
い
、
友
だ
ち
の
お
母
さ

ん
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

今
日
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

③
週
1
回
、
教
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
難
し

く
て
、
な
か
な
か
う
ま
く
な
り
ま
せ
ん
。

発
表
の
場
と
し
て
は
、
市
民
音
楽
祭

・
文
化

祭
・
邦
楽
演
奏
会
、
諌
早
で
行
わ
れ
る
六
段
祭

り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

1
人
で
弾
く
の
は
楽
な
ん
で
す
が
、
皆
ん
な
に

合
わ
せ
て
弾
く
と
き
は
、
調
子
の
と
り
方
な
ど
、

と
て
も
難
か
し
い
で
す
ね
。

④
練
習
し
て
て
、
難
し
い
曲
や
好
き
な
曲
を
弾

け
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
い
。
今
、
段
階
的

に
は
「
奥
伝
」
を
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
先
は
遠
く
、
少
し
で
も
先
生
方
に
近

づ
き
た
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
い
に
な
り
、

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

琴
は
、
手
を
動
か
す
し
、
神
経
も
使
い
ま
す
。

先
輩
の
人
た
ち
が
若
く
見
え
る
の
は
、
老
化
防

止
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

v

フ
か
。
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に
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

④
今
は
、
体
を
悪
く
し
て
休
ん
で
わ
ら
れ
ま
す

が
、
同
代
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
お
ら
れ
る

人
が
い
ま
す
。
私
は
以
前
2
回
程
入
院
し
た
事

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
方
を
目
標
に
頑
張
っ
て

き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
こ
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
挑
戦
し
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
若
さ
を
保
ち
た

い
し
、
何
よ
り
も
、
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
た

い
と
い
う
の
が
望
み
で
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
古
来
の
花
、
椿
の
奥
ゆ
か
し
さ
、
あ
で

や
か
さ
と
花
型
、
色
彩
、
樹
型
、
種
類
な
ど
、

無
限
の
要
素
を
も
っ
た
椿
を
楽
し
も
う
と
、
日

月
ロ
日
、
「
大
村
つ
ば
き
愛
好
会
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
江
戸
時
代
に
長
崎
の
港
か
ら
輸
出
さ
れ
た
椿

は
、
西
献
で
改
良
さ
れ
今
で
は
パ
ラ
、
洋
蘭
に

次
ぐ
世
界
の
人
気
花
で
あ
り
、
世
界
各
地
で
花

の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
他
の
園
芸
品
に
先
が
け
栽
培
改

良
さ
れ
、
元
和
、
寛
永
の
椿
、
文
久
の
楓
と
言

わ
れ
る
程
、
椿
ブ
l
ム
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
椿
は
首
か
ら
落
ち
る
と
言
う
こ
と
で

庭
に
は
植
え
る
な
と
い
う
言
い
伝
え
も
有
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
庶
民
の
俗
言
で
あ
り
、
大
名
屋

敷
な
ど
、
名
所
に
素
晴
ら
し
い
江
戸
椿
の
名
品

が
残

っ
て
お
り
、
一
部
の
特
権
階
級
が
庶
民
に

触
ら
せ
な
い
た
め
の
脅
し
に
使
っ
た
た
め
の
よ

う
で
す
。
皆
さ
ん
も
入
会
さ
れ
て
、
椿
の
真
の

良
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

(宮
⑫
2
6
8
0
山
口
陶
器
届
内

中
村
)

量生ちゅん (玖島2丁目)
S62. l . 23生まれ

ドル登場アイ

福
田

すえ

末

明るく、妹の面倒を良くみてくれる

お姉ちゃんです。

元気で、、やさしく、明るい女の子に

育ってね ー (母-加代子さん)

視聴覚ライブラリー

市民映
咽.
zr 

12月9日出 午後2時--3時30分
西大村コミセン 入場無料

〈フィルム名〉

・草原の子テングリ (アニメーション21分)
・あなたの子育てまちがっていませんか

(家庭教育28分)

画

健康テレホレサービス
0958・26・5511

<12月のテーマ〉
月 過労死

火 手のしびれシリーズ①

手根管症候群

水 子どものせき

木 扇桃炎

金 歯の定期検診

土日 婦人の外陰部のかゆみ

年末-年始のテ マ 12月29日"'-'l月3日
長寿のための食生活

歳未たすけあい運動
運動期間 12月1日---25日
募金は、生活困窮者や長期入院患者への見

舞金などに利用されます。ご協力ください。

お願い 募金は、社会福祉協議会または各

出張所ヘ、 12月12日までにお届けください O

-9-



ヴ
ベ
ル
ワ
リ
ふ
反
応
検
査
と

B

C

G

接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
・
生
後
3
か
月
1
刊

か
月
未
満
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
受
け
て

な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
て
な
い
必
か
月
未
満
の
乳
幼
児
(
但
し
、

今
年
6
月
に
再
度
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
受
け
た
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
)

※
2
回
目
は

B
C
G
接
種
後
1
年
経
過
し

た
乳
幼
児
。

料
金

無
料

接
種
で
き
な
い
坑
幼
児
・
著
し
い
栄
養

障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

-
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン

(は
し
か
等
)
接
種
後
1

か
月
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児
。

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児
。

お
願
い
・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

-
体
温
を
計

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

時
間

午
後
2
時
1
3
時

実施場 所 ツ一反検査 BCG接種
市 役 所 12月5日12月7日

萱 j頼 出 張所 (火) 休)

西大村コミセン
12月6日 12月8日

鈴 田出張所

二 浦 出 張所
{水) (金)

竹松出張所 12月12日 12月14日

福重 出 張所 げに} (木)

中地区公民館 12月13日12月15日

松原 出 張所 はす (i) 

ー
そ
の
3
1

前
回
は
、
ピ
ア
ノ
塾
の
先
生
が
、
我
が

子
を
。
大
音
楽
家
令
に
と
い
う
願
い
か
ら
、

テ
l
プ
に
と

っ
た
名
演
奏
を
、

0
歳
児
の

赤
ち
ゃ
ん
の
枕
元
で
か
け
な
が
ら
、
ピ
ア

ノ
の
レ

ッ
ス
ン
室
へ

向
う
と
い
う
お
話
し

で
し
た
。

ピ
ア

ノ
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
生
徒
は

沢
山
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
幼
児
、
午
後

は
児
童
、
夜
は
少
年
少
女
お
よ
び
成
人
の

部
と
続
き
ま
す
。

こ
の
間
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
嫌
と
い
う
ほ
ど

国

民

健

康

保

険

-10-

ー

9
月
分
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

1

朝
、
家
を
出
て
、
A
内
科

・
B
内
科
・

耳
鼻
科

・
眼
科
と
病
院
め
ぐ
り
を
し
て
、

薬
を
両
手
に
い

っ
ぱ
い
・:
な
ど
と
い
う
光

景
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
受
診
し
て
い
る
診
療
科

目
を
医
師
に
つ
げ
な
い
た
め
に
起
こ
る
の

で
す
か
ら
、
受
診
の
さ
い
に
は
、
他
の
医

師
か
ら
も
薬
を
も
ら

っ
て
い
る
こ
と
を
話

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
く
つ
も
の
医
者
め
ぐ
り
で
多
忙
を
き

わ
め
、
お
ま
け
に
薬
が
い

っ
ぱ
い
と
い
う

の
で
は
、
い
つ
ま
で
も
病
気
は
治
り
ま
せ

ん
。
医
師
と
話
す
こ
と
が
ほ
ん
と
う
の
病

気
治
療
に
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

音
楽
の
テ
l
プ
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
喜
ん
で
聞

い
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
本

当
は
「
嫌
」
だ
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
嫌

と
も
言
え
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
テ
i
プ
を
聞

か
さ
れ
続
け
て
3
年
の
月
日
が
流
れ
て
い

き
ま
し
た
。

こ
の
子
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
言
語
発

達
遅
滞
並
び
に
音
楽
(
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
)
恐
怖
症
だ
っ
た
の
で
す
。

音
楽
に
限
ら
ず
、
お
話
し
の
テ
l
プ
で

も
、
こ
ん
な
使
い
方
を
す
る
と
大
変
危
険

な
の
で
す
。
育
児
は
生
き
た
人
聞
が
す
る

も
の
だ
と
い
う
原
則
を
踏
み
は
ず
す
と
、

と
ん
で
も
な
い
災
わ
い
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
ケ
l
ス
の
場
合
も
、
お
母
さ
ん
が

け
っ
し
て
薬
だ
け
が
病
気
を
治
す
も
の
で

は
な
い
の
で
す
。

9
月
分
の
医
療
費
を
ロ
月
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
医
療
費
を

大
切
に
使
う
こ
と
、
そ
れ
が
み
ん
な
の
健

康
を
守
る
早
道
で
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

〔医療費は皆のもの、節約しましょう]
一
緒
に
な
り
、
抱

っ
こ
し
て
リ
ズ
ム
を
と

っ
て
や

っ
た
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
歌

っ
た

り
し
て
や

っ
て
い
れ
ば
、
き

っ
と
お
母
さ

ん
の
夢
は
実
現
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

レ
コ
ー
ド
や
C
D
も
同
じ
こ
と
、
童
謡

な
ど
を
か
け
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
り

お
ん
ぶ
し
た
り
し
て
、

一
緒
に
歌
っ
て
あ

げ
る
と
良
い
の
で
す
。
「
子
抜
き
は
い
け
な

い
が
、
合
理
化
は
良
い
」
な
ど
と
毘
理
屈

を
つ
け
て
、
手
抜
き
を
す
れ
ば
、
必
ず
し

っぺ
返
し
が
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

戸
話
し
テ
l
プ
な
ど
も
、
0
歳
児
に
は

早
す
ぎ
で
す
が
、
親
や
兄
弟
が
一
緒
に

い

れ
ば
実
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員
」

渡

辺

末

男

先
生



対
象
者
被
爆
者
健
康
手
帳
台
よ
び
健
康
診
断

受
診
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

検
診
項
目
①
胃
が
ん
①
肺
が
ん
③
乳
が
ん

④
子
宮
が
ん
⑤
多
発
性
骨
髄
腫

検
号
苔
式
施
委
託
機
関
国
立
長
崎
中
央
病
院
・

市
立
病
院
(
受
診
料
・
:
無
料
)

受
診
方
法
直
接
、
が
ん
検
診
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
、
が
ん
検
診
の
際
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
希
望
に
よ
る
健
康
診
断
(
年
2
回
)
の
う
ち

1
回
は
、
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
委
託
医
療
機
関
、
大
村
保
健
所
、

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
c

持
参
す
る
も
の

印
鑑
わ
よ
び
被
爆
者
健
康
子

帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診
者
証

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
、
大
村
保
健
所
、
県
原

爆
被
爆
者
対
策
課
(
合
長
崎
②
4
2
7
8
)

冬
休
み
学
童
保
育

児
童
を
募
集

対

象

小

学
校
低
学
年
で、

共
働
き
、
父
子
お

よ
び
母
子
家
庭
の
カ
ギ
ッ
子

期
間

口
月
お
日
開

1
1
月
6
日
』

(
ロ
月
初

日
川
1
1
月
3
日
W
1
休
み
)

時
間

午
前
8
時

1
午
後
5
時
初
分

場
所

大
村
幼
稚
園
内
、

中
央
幼
稚
園
内

受
け
付
け

ロ
月
日
日
市川

午
後
7
時
初
分

1

8
時
叩
分
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会
(
夜

間
宮
(坦
2
6
4
0
寺
井
、

宮
(
$
2
8
6
0
浜
田
)

皆さんの生活に関する相談・指

導・証明事務等福祉増進のために

活動していただきます。

品2 0 易@Bfîl設潟gjwe~お
皆さω色
福祉さつ芯ぐ

氏 名 (担当区域)

東) 砂森田静二 (植松三丁目西)

大 1 砂北村美保子 (植松住宅) 砂吉田

|勝美 (古賀島東) 砂川村勝信 (古
村 |
l賀島西)

萱|砂大塚信美 (荒瀬・原) 砂禿阜

(宮代・田下)砂柿平俊之(中岳・久

j頼|良原) 砂鶴本文雄 (南川内) 砂島
|村勝美 (北;11内 ・黒木)
砂永田千歳 (富の原一丁目北)

惨松田節子 (富の原一丁目南)

砂松尾シヅ子 (富の原二丁目)

砂陳内忠(黒丸町)砂南初市 (竹松

岡J)砂松尾シヲ (鬼橋町) 砂山田賢

次(小路口町)砂小川啓子(小路口

本町) 砂倉本ヒサ (竹キ釘主宅)

砂前川茂 (小路口住宅) 砂安井百

合子 (堺町) 砂米倉博子 (原口ア

パー ト) 砂渡辺妙子 (今津町)

砂桃田満枝 (原口町) 砂小野和男

(原口住宅) 砂井手京子 (竹松本

町第一) 砂福深弘子 (竹松本町第

二) 砂泉嘉子 (大川田町) 砂前川

輿 (宮小路一丁目) 砂上野筆二郎

(宮小路二丁目) 砂岩永直人 (宮

小路三丁目・九電社宅)

砂左東虎勝 (沖田 ・寿古 ・サンコ

ーポラス寿古) 砂家冨久子 (今富

・皆同) 砂宮崎正躍 (野田・重井

田) 砂内田雅喜 (立福寺 ・弥勅寺)

砂吉本明子 (福重 ・草場)

砂宮寄友成(橋本・宮本・梶の尾

団地) 砂中嶋正美 (南松本 ・北松

本) 砂漬崎若松 (浦一区・浦二区)

砂佐藤賓 (久津 ・寺本 ・山下・梶

の尾) 砂山下茂 (北木場・今山・

東光寺) 砂大石義則 (北里子岳 ・南

野岳・里子田・平原)砂山田晃子 (武

留路)

名 (担当区域)

大|盤団地 ・玖島江迎) 砂岩田定男

(大多武・城ノ尾・椎池)砂宮崎明義

(松尾 ・横山頭)

砂田川スミノ (坂口・坂口住宅)

砂朝長豊次 (池田北) 砂東忠良

(池田南)砂中村和夫 (上諏訪・推

ケ原)砂渡透葛(下諏訪東) 砂一瀬

文子 (下諏訪西) 砂山本静枝 (池

地区

西

地区民生委員・児童委員一覧表

氏地区名 (担当区域)

砂波戸久夫 (舟津・祝崎・蔦;11内)
砂堀口侍 (釘ノ頭・日泊・山境)

砂演口彦夫 (溝陸東・溝陸中・溝

氏陣区

キナ

竹

松

重

松

原

田新町九区 ・池田アパー トホ ・へ

棟) 砂孫平七郎 (池田新町十区・

池田アパー トハ・ニ棟) 砂佐藤ナ

スエ (池田新町十一区 ・池田アパ

ー トイ・ロ・ト棟) 砂立花助春 (諏

訪一区) 砂相川鈴子 (東諏訪)

砂北村延子 (中諏訪) 砂佐藤アヤ

子 (諏訪七区・ 諏訪八区) 砂中尾

信子 (乾馬場) 砂林田和子(古町)

砂向井秀俊 (古町五区) 砂細江千

鶴子 (古町六区・ 古町二丁目西)

砂古川喜美男 (中央町 ・松並第一

アパー ト) 砂久原治生(水田町)

砂秋本朝男(水田二区) 砂佐山照

男 (杭出津三区・杭出津四区)

砂飛口幾代(上杭出津・下杭出津)

砂阪本雅雄 (辻田・新城)砂田中

菊枝 (松山・西ノj、路) 砂横山タツ
|福

エ (協和町北) 砂松浦美弥子 (協

和町南) 砂松尾友市 (松山第二 ・

松山団地) 砂峯力 (昭和通り)

砂松永六之介 (松並一丁目) 砂橋

口須恵子 (松並二丁目東) 砂和崎

イツ子 (松並二丁目西)砂前田樺

二 (西大村本町第一)砂林忠篤(西

大村本町第二) 砂福田巴(桜馬場

一丁目北) 砂原口クニ (桜馬場一

丁目南) 砂原口常春(桜馬場第二)

砂道添昭秀 (植松一丁目・植松二

丁目) 砂長井申八郎(植松三丁目

西

ネ?

大

陸西・さっき台団地・先網代)

砂冨永一史 (水頭・中郷 ・硯出石

.蓮蔵寺)

砂松尾ヨシカ (岩松) 砂贋i頼政和

(小川内・平) 砂永野福見 (中里

下・中里上) 砂片山安男 (内倉・

古松)砂山口清武(陰平上・ l注平下)

砂向井静雄 (東浦) 砂渡海フミヱ

(前舟津・外浦小路) 砂中村源栄

(下久原) 砂久保澄子 (久原住宅

・国病官舎) 砂北川操(上久原東)

砂森林勝見 (上久原西)砂山下一

男(久原団地) 砂中村沖太郎 (久

原第二団地) 砂錦戸貞子(木場一

丁目・向木場) 砂浦田多賀子 (木

場二丁目) 砂林田盛 (須田ノ木・

岩舟住宅) 砂相川理一 (日向平・

本小路) 砂小幡進 (岩舟) 砂西山

マサヨ (上小路) 砂姫松吉郎 (玖

島三丁目第一) 砂田中駒雄 (片町

第一 ・玖島町) 砂池田一馬 (片町

第二・幸町) 砂好田絹子 (本町第

一・本町第二) 砂川里和子 (西本

町第一 ・西本町第二) 砂西村鎮雄

(東本町 ・旭町団地) 砂朝長五十

万 (三城第一) 砂前田静馬 (駅前

ピル・三城第二) 惨賓山俊次 (水

主町一丁目・ 有楽街) 砂田中力子

(水主町二丁目) 砂福田久栄 (武

部) 砂佐藤睦子 (田ノ 平) 砂柴山

一賓 (柴田・三城アパート) 砂溝

江久雄 (大佐古・ 小佐古) 砂山口

好子 (水田一区 ・向陽町) 砂山口

晃 (荒平 ・水計) 砂松尾満雄 (赤

佐古・徳、泉川内) 砂山下茂一 (常

4

用

鈴

田

大

ネナ



綜
市
役
所
の
仕

ロ
月
m
O
日
⑥
1
1
月
3
日
制
ま
で
通
常
の
業
務
は
休
み
ま
す

。

ご

み

収

集

(
も
え
る
ご
み
)

家
庭
の
ご
み
収
集
は
、
ロ
月
幻
日
間
1

1
月
3
日
附
ま
で
休
み
ま
す
。
こ
の
間
ご

み
処
理
で
お
困
り
の
人
は
、
自
己
搬
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
の
量
が
年
々
、
増
加
し
、

処
理
能
力
を
こ
え
る
量
で
困
っ
て
い
ま
す
。

資
源
と
し
で
再
利
用
で
き
る
も
の
「
紙
類
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
類
」
は
、
廃
品
回
収

業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
も
え
る
ご
み
の
中
に
、
カ
ン
類
、

ピ
ン
類
、
布
団
な
ど
入
れ
な
い
よ
う
に
お

内

願
い
し
ま
す
。

。
し
尿
汲
取
り

ロ
月
訂
日
間
1
1
月
4
日
制
ま
で
休
み
ま
す
。

。
水
道
料
金

休
み
中
も
午
後
5
時
ま
で
、
水
道
部
窓

口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

。
市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・

固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税
な
ど
)
の
収

納
事
務
お
よ
び
納
税
相
談
は
、
税
務
課
で

この調査は、来年の所得税の確定申告、市

県民税申告時の算定に用いますので、お手数

ですが正確にご記入のうえ提出してください。

調査票は、11月末にわ送りし ますが、未到

着の人はむ知らせください O

提出期限 12月20日(水)

提出先 税務課または、各出張所

問い合わせ 税務課市民税係

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ロ
月
M
日
間

午
前
9
時
1
午
後
4
時

ロ
月
ぬ
日
幽

午
前
9
時
i
ロ
時

。
出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
、
戸
籍
の
届

け
出
は
、
休
み
中
も
、
宿
日
直
で
受
け
付

け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
、
転
出
、
諸
証
明
の
事

務
は
行
い
ま
せ
ん
。

。

図

書

館

・

史

料

館

ロ
月
お
日
肘
1
1
月
4
日
同
ま
で
休
館

し
ま
す
。

。
市
立
病
院

急
患
は
、
い
つ
で
も
当
直
の
医
師
(
内

科
系

・
外
科
系
)
が
診
療
し
ま
す
。

小
児
科
は
、
は
月
初
日
凶
と
1
月
2
日

ωの
午
前
中
診
療
し
ま
す
。

取り壊し家屋の届け出は早目に

平成元年中に全部取り壊し、または、一部

取り壊した家屋には、翌年度の固定資産税は

課税されません。

ただし r1月1日現在」で取り壊しの確認

ができない場合は課税される ことがあります

ので、早めに税務課固定資産税係ヘ届け出て

くださし ¥0

※法務局に手続き済み家屋は除きます。

消
費
税
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

H
-12ー

個
人
事
業
者
で
、
平
成
2
年
分
の
消
費

税
の
届
け
出
は
1
月
4
日
嗣
ま
で
で
す
。

。
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
る
人

基
準
期
間

〔前
々
年

(日
年
こ
の
課

税
売
上
高
が
5
億
円
以
下
で
、
課
税
売
上

高
の
み
か
ら
消
費
税
の
納
付
額
を
計
算
で

き
る
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
る
人
は
、

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
課
税
事
業
者
を
選
択
さ
れ
る
人

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
3
千
万
円

以
下
の
個
人
事
業
者

(免
税
業
者
)
で
、

多
額
の
設
備
投
資
を
予
定
し
て
い
る
人
な

所
得
税
の

寄
付
金
控
除

確
定
申
告
に
お
い
て
、
各
種
の
控
除
が

あ
り
ま
す
が
、
寄
付
金
も
控
除
対
象
の
一

つ
で
す
。

特
定
寄
付
金
を
支
出
し
た
場
合
、
特
定

寄
付
金
の
額
と

「総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
の

m分
の
お
に
相
当
す
る
金
額
〕
と
の

い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
か
ら
1
万
円

を
差
し
引
い
た
金
額
が
寄
付
金
控
除
額
と

な
り
、
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
寄
付

金
の
受
領
書
を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
な

ど
は
、
課
税
事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
に

よ
り
消
費
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
税
事
業
者
を
選
択

さ
れ
る
人
は
、
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
3

千
万
円
を
越
え
る
事
業
者
で
、
ま
だ

「消

費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出
さ
れ

て
い
な
い
人
は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1
3
7

o)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
台
、
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄

付
金
お
よ
び
寄
付
先
に
は
範
囲
が
あ
り
ま

す
。
※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署

(
宮
⑫
1
3

7

0
)
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

県
税
納
税
相
談

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
便
宣
を
図
る
た
め

開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
月
口
日
間

午
前
9
時
1
午
後

5
時
場
所

諌
早
県
税
事
務
所
(
諌
早
市
永
昌

一

東
町
お
1
8
宮
崎
⑫
1
0
3
2
・⑫
0
5

0
8
・

ω⑫
0
0
1
0
)



楽しく

暮しTますか!?

12月4日---10日

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
ら
れ
た
ら
、

台
気
軽
に
長
崎
地
方
法
務
局
大
村

支
局
(
宮
⑫
2
5
4
7
)、
ま
た
は

次
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ

い。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

。
人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

石
橋
正
夫
久
原
1
丁
目

宮
⑬
6
0
9
4

岩

永

宏

松

原

1
丁
目

宮
(⑪
7
4
5
1

錦
戸
貞
子

木
場
1
丁
目

宮
(
⑪
0
1
9
7

谷
本
康
子
杭
出
津
2
丁
目

宮
(
⑪
3
2
7
5

な
お
、
定
例
相
談
は
、
毎
月
第

1
木
曜
日
、

市
役
所
で
行
っ
て
い

お
す
(
日
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
)
。

人権週間

「
人
権
」
と
は
、
す
べ
て
の
人

が
等
し
く
幸
せ
な
生
活
を
A
F
U
た

め
の
基
本
的
な
権
利
で
す
。

お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え

て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
、

毎
日
を
楽
し
く
暮
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

い
じ
め
、
差
別
、
家
庭
内
の
い

ざ
こ
ざ
、
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
一
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

な
ど
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
一
位
月
ワ
白
木
市
役
所
大
会
議
室

市川森一氏を迎えて

=大村市文化協会

倉リ立10周年一

脚本家

市川森一氏

-記念式典

・講演会

12月2日(土)
午後1時30分~
市民会館

演題すばらしい出会い

講師市川森一先生 (脚本家)

問い合わせ社会教育課

石
橋

・
錦
戸
両
氏
に

感

謝

状

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
、
石
橋
正

夫
さ
ん
と
錦
戸
貞
子
さ
ん
が
、
長

崎
地
方
法
務
局
長
表
彰
、
長
崎
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
感
謝
状

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
し
ら
位

素
敵
に
ク
リ
ス
マ
ス

ム聖3
0 ら
さに
え星
ご立l(

ョz
?今
ト宵

日
時

O 市午 12
ク 民 後 月
ラ会 722 
シ館時 日
ツ 開 (金)
ク演
コ
ン
サ

内会
容場

ト
(
ピ
ア
ノ
独
奏
・
ソ
プ
ラ
ノ
独

唱
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独
奏
ほ
か
)

O
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
(
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
・
ア
力
ペ
ラ
の
響
き

ほ
か
)

出
演
大
村
若
い
音
楽
家
の
会

主
催
市
音
楽
団
体
協
議
会

後
援
市
教
育
委
員
会
ほ
か

入
場
料
大
人
・
:
1
0
0
0
円
、

高
校
生
以
下・・・
7
0
0
円

問
い
合
わ
せ
(
宮
⑬
1
6
7
7

橋
本
)

石橋正夫さん

一
称
の
オ
ー
ナ
ー
ψ

(
国
有
林
の
分
収
育
林
)

錦戸貞子さん

育
成
途
上
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
人
工
林
を
共
同
で
育
て
、
約

初
年
後
に
販
売
し
た
と
き
に
収
益

の
配
分
を
受
け
る
も
の
で
、
そ
の

間
の
子
入
れ
や
管
理
な
ど
は
国
が

行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

対
象
森
林

①
西
彼
杵
郡
西
彼
町

ヒ

ノ

キ

お

年

生

契
約
期
間

お
年
間

募
集
口
数

7
口

②
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町

ヒ

ノ

キ

初

年

生

契
約
期
間
幻
年
間

其
在
京
口
数

2
口

③
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町

ヒ

ノ

キ

ロ

年

生

契
約
期
間
凶
年
間

募
集
口
数
お
口

④
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町

ヒ

ノ

キ

訂

年

生

契
約
期
間
初
年
間

募
集
口
数
日
口

⑤
南
高
来
郡
千
々
石
町

ヒ

ノ

キ

お

年

生

契
約
期
間
同
年
間

募
集
口
数
打
口

現
地
案
内
ご
希
望
の
日
に
案
内

し
ま
す
。

出
資
金

1
口
印
万
円

申
込
期
限
平
成
2
年
2
月
日
日

木問
い
合
わ
せ
長
崎
営
林
署
(
長

崎
市
上
町
5
1
8
8
長
崎
⑫
4
1

2
1
)
 

大
村
混
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会

親
し
み
ゃ
す
い
曲
を
集
め
て
、

楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
わ
そ

ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日

時

ロ

月
9
日
出

午
後
7
時

間
演

(
6
時
初
分
間
場
)

場
所
市
民
会
館

入
場
料

5
0
0
円

プ
ロ
グ
ラ
ム
子
供
の
う
た
に
よ

る
混
声
合
唱
、
日
本
の
う
た
・

ふ

る
さ
と
の
う
た
、
楽
し
い
ポ
ッ
プ

ス
の
世
界
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
う
た

ほ
か
問
い
合
わ
せ
(
宮
⑭
3
1
6
1

市
コ
ミ
セ
ン
内
渡
辺
)

麗
林
水
産
ま
つ
り

日時 12月3日(日)

場所市農協本所周辺

催物 かぼちゃまつり、野菜

即売会、つな引き大会、ふれ

あいミ二牧場など多数

第10回

制
め
な
響
H
V

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
皆

さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い。

日

時

ロ

月
3
日
間

場
所
市
農
協
会
館

編
成山
小
学
生
の
部
1
チ
i
ム
5
人

∞
中
学
生
の
部
1
チ
l
ム
5
人

叩
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
1
チ
ー
ム

親
子
で
2
名

※
参
加
申
込
書
は
各
地
区
子
供
会

の
育
成
会
長
の
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
農
林
水
産
課

-13-



お
し
ら
せ

新
年
名
刺
支
換
会

平
成
2
年
新
年
名
刺
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

平
成
2
年
1
月
1
日

午
前
日
時

場
所

パ
l
ク
ベ
ル
ズ
(
旧
玉
姫

殿
)
会
費

1
人

2
0
0
0
円

申
込
先

市
役
所
秘
書
広
報
謀
ま

で
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

ロ
月
5
日

ω

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

ロ
月
ロ
日

ω

午
後
1
時
初
分

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
を
取
り
消

し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前

ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

¥
度

/

一
三
官
畠
勾
司
国
司
抱

3
3

/

芝

(

追
加
募
集
)

iI. 'uゆεf.iι計ぶFιア九η川幻ご乙小二，
昨年のもちつき大会より(大村幼稚園)

対
象

昭
和
日
年
4
月
2
日
i
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
昭
和

ω年
4

月
2
日
1
臼
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
ま
す
。

幼
稚
園
名

三
浦

・
鈴
田

・
大
村

.
三
塚

・
中
央

・
西
大
村

・
竹
松

・
福
重

・
松
原

・
放
虎
原
幼
稚
園

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で
、
直
接
幼
稚
園
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ

い

申
込
期
限

ロ
月
初
日
品川

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

第
鈎
回

田
光
子
①
彫
塑

・
工
芸
・:
土
橋
喬

子
①
日
本
画
・・・藤
浪
契
子
①
写
真

.・・
江
口
照
年

こ
の
外
、
奨
励
賞
幻
点
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

市
美
術
展
入
賞
者

〔特
別
賞
)
(
敬
称
略
)

①
洋
画
・:中
郁
セ
ツ
子
①
書
・:
水

身
近
に
あ
る
材
料
が
豪
華
な
お

正
月
料
理
に
大
変
身
グ

期
間

ロ
月
比
日
附

・
幻
日
嗣

(
2
日
間
)

時
間

午
前
山
時

1
ロ
時

対
象
・

定
員

婦
人

叩

人

講
師

柳
原
淳
先
生

受
講
料

無
料
(
但
し
、
材
料
費

1
5
0
0
円
が
心
要
で
す
)

申
込
期
限

ロ
月
9
白
川

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を
書

JV

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

d

申
込
先

中
地
区
公
民
館
(
松
並

、

1
丁
目
2
4
6
1
5

8
⑬
1
3

7
6
)
 

隠
し
ゅ
う

お
正
月
料
理
の
作
り

方
教
室
受
講
者

公営住宅入居者募集

| 市営 | 

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額 ・円)

t成 3 3K 25，200 

久原第二 3 3K 21，200 

原ロアパート2 3DK 27，200 

種
竹 4 2K~3 K 7 . 200~ 17 ，000 

久 原 10 2K~3 K 7.300~10 ， 200 

福 重 3K 27，GOO 

小路口第一 1 2K 2.800 
2 
j也田 1 8守4003K 

種 旭 1 2K 6‘800 

福 重 3K 20，500 

受け付け 12月5日げにト12日伏)

申し込み ・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります G

冬
休
み
子
ど
も
教
室
受
講
者

手
づ
く
り
タ
コ
揚
げ
教
室

-14ー

自
分
の
手
で
タ
コ
を
作
り
、
正

月
に
お
も
い
っ
き
り
空
高
く
タ
コ

を
揚
げ
て
み
よ
う
ノ
・

ほ
か
に
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
も
作

り
ま
す
。

期
間

ロ
月
日
日
出
、
お
日

ω、

初
日
山川
、
1
月
6
白
川
、
計
4
回

時
間

午
前
9
時
叩
分

i
ロ
時

※
初
日
の
ロ
月
日
日
凶
の
み
、
午

後
1
時
1
3
時
初
分

場
所

市
コ
ミ
セ

ン

対
象

・
定
員

小
学
4
1
6
年
生

男
女
、
お
人

講
師

中
山
澄
男
先
生

受
講
料

無
料
(
但
し
、
材
料
費

5
0
0
円
が
必
要
で
す
)

申
込
期
限

ロ
月
9
日
出
必
着

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
ロ
月
日

日
開
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
性
別

・
学
校
名
・
山
一
子

年
・
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
(
幸
町
お

i
お
市
コ

ミ
セ
ン
内
宮
(⑪
3
1
6
1
)

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

常 舟主 8 2DK 3 15 ， 450~20 ， 600 ~3DK 

久原第 2 6 3DK 21，830 

城 2 3DK 28，530 
種
松 山 11 3DK 28， 320~ 29，870 

本小路 4 3DK 32司960

2 常 舟支 2 11， 330~ 19‘570 ~ 3 DK 

種 松 山 2 3DK 2 1. 110~23 ， 170 

| 県営 l 

※市込者が募集戸数に達した時点て締め切ります。

※収入などに告Ij限があります。

申し込み・問い合わせ期全奇異非合公社対寸事手先所

(岱②6825) 



水
道
部
管
理
人

間
取
り

6
、
日
・

4
畳
(
板
)

入
居
条
件

配
偶
者
の
い
る
人
で
、

平
日
は
午
後
5
時

i

翌
朝
8
時

初
分
ま
で
、
土
眼
目
は
正
午
か
ら
、

日
曜

・
祝
日
は
終
日
管
理
で
き
る

人申
込
期
限

ロ
月
日
日
伽

申
込
方
法

本
道
部
に
あ
る
入
居

申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
道
部
管
理
係
(
宮
⑧
1
1
1
3
)

消

F方

員

吏

資

格

・

高
校
卒
業
者
(
見
込
み

を
含
む
)
で
、
平
成
2
年
4
月
1
日

現
在
日
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
千

-
県
央
組
合
内
に
居
住
す
る
人

申
込
期
間
ロ
月
1
日
制
1
お
日

叩
(
申
込
用
紙
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
)

第
1
次
試
験

平
成
2
年
1
月
比

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
(
宮
②
0
1
r
9
)

ま
た
ほ
大
村
消
防
署
(
宮
②

4
1

3
8
)

ヘ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員
・
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
(
来
年
4
月
に
小
学
1
年
生
、

2
年
生
に
な
る
人
)

H

山
人

-
カ
フ
ス
カ
ウ
ト
(
来
年
4
月
に

小
山下
3
年
生
'I
5
年
生
に
な
る
人
)

。
。
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に

ご
寄
寸{

a
り
が
と
う
ご
ポ
V
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
中
村
勇
(
松
原
2
丁
目
)
天
幕

一
張
8
万
5
千
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
高
島
和
夫
(
東
京
都
武
蔵
野
市
)

却
万
円

V
浜
田
重
実
(
溝
陸
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
池
田
達
巳

(
原
町
)
1
万
円

(
敬
称
略
)

V
山
下
清
次
(
本
田
町
)
3
万
円

V
三
宅
光
二
(
久
原
1
丁
目
)
叩

万
円
V
原
口
リ
ョ
ウ
(
本
町
)
印
万
円

。

一
般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

大
村
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
H
1
5

千
円

清
和
国
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
親
奉
会
・
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

氏
名
・
学
校
・
学
年
・
保
一
記
者
名

.
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

市
コ
ミ
セ
ン
(
一
Tm幸

町
お
()
お
宮
(砂
3
1
6
1
)

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

( 期 O
10間パ
日ソ
堕lコ
r-I 、a

台入
;Hl 門
31 
円

-
末
、
永
辰
夫
H
H
理
容

-
中
島
松
一

奉
仕
V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

1

石
け
ん
・
タ
オ
ル
ほ
か

文
化
基
金
へ

大
村
市
華
道
連
合
会

1
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
l
点

字
作
文
集

・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
作

文
集
泉
の
里
へ

V
鈴
木

・
和
出

・
好
田

・
平
・
井

手
理
容
院
H
H
理
容
奉
仕

V
江
口
隆
将
(
東
本
町
)
5
万
円

V
金
子
ま
ん
じ
ゅ
う
西
一
二
城
西

1

土
ナ
ん
h
r
)

ゆ
-つ

0
ワ
ー
プ
ロ
講
座

期
間

1
月
7
日
印

l
m日
間

(
8
日
間
)

O
デ
ー
タ
・

ベ
ー
ス
講
座
十

期
間

1
月
日
日
刈
1
2
月
3
日

山

(
7
日
間
)

O
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
無
接
点
)

の
墓
礎
講
習

期
間

1
月
刊
日
山

l
m日
間

(
6
日
間
)

0
D
I
S
K
-
B
A
S
I
C
-

期
間

1
月
9
日

ω
l
m日
間

(
9
日
間
)

o
C
A
D
製
図
(
建
築
設
備
)

期
間

1
月
げ
日
制
1
2
月
7
日

山
市
(
叩
日
間
)

O
建
築
配
管
筏
能
検
定
受
験
準

備

1
級
・

2
級
学
科
講
習

期
間

1
月
8
日
開

1
口
日
利

(
5
日
間
)

V
松
原
西
部
福
寿
会

1
慰
問

・
タ

オ
ル
V
大
川
出
老
人
会
H
H
奉
仕

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
森
隆
幸
(
松
並
1
丁
目
)
も
ち

V
峰
栄
次
(
古
賀
島
町
)
ピ
l
ナ

y
 

V
山
ド
重
大
(
松
原
本
町
)
叩
万

V
橋
口
ト
ヨ
(
赤
佐
古
町
)
い
も

V
真
垣
信
男
(
杭
出
津
3
丁
目
)

七
け
ん

・
タ
オ
ル
・
衣
類
一
泣
か

V
上
久
原
カ
ラ
オ
ケ
会
1
慰
問

V
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
1
ま
ん

い
レ
ゅ
・
フ

V
住
福
豊
志
(
赤
佐
古
町
J

叩
万

O
建
築
配
管
技
能
検
定
受
験
準

備
(
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

1
級
)
学

科
講
習

期
間

1
月
四
日
附
i
初
日
也

(
4
日
間
)

O
建
築
配
管
技
能
検
定
受
験
準

備
(
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

2
級
)
学

科
講
習

期
間

1
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カレ~9.吟2 
1日 成人の健康相談 福祉センター 13 :OO~ 15 :00 14臼 3歳児健康診査 大村保健所
金) ⑪40歳以上 (ボ ③ 9: 30-10: 00 13 :OO~ 13 :30 

⑪昭和6 1年 6 月生まれ (60年 12 月 ~61年5月生
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

まれで、まだ受けていない人も受診してください)

⑬母子健康手帳、問診票

3日 当番医
成人の健康相談福祉センター 13 :OO~ 15 :00 

(日) (内)吉田内科クリニック 本町宮⑫1177 15日
@⑪… 1日(金)と同 じ

(産)福田産婦人科医院古町1丁目 E⑫ 6124 (金)
1歳6か月児健康診査
市コミセン ⑤13 :OO~ 13 :30 

4巳 安産教室 市役所 9:30~ 11 :00③ 9 :30まで を貯… 8日(封と同じ

(用) ⑮母子健康子帳、ズボン 16日一般健痩相談 市役所 13: OO~ 16 :00 
(土)
耳とことばの相談福祉センタ- 13 :OO~ 15 :00 

⑪… l日(金)と同じ

5(B 火) 乳幼児健康相談 松原出帳所⑧13:30~ 15 :00 
17日 当番医
(日) (内・外)渡辺医院松原 1丁目 8⑧ 8275

6 (日水)
(外)松尾外科医院東本町 宮⑫ 3331

妊婦教室 1 市役所 13 :OO~ 16 :00 

1 9 (日火)
ワ体日) 

乳幼児健康相談 萱瀬出張所③ 9:30~ 11 :00 

機能訓練根気の会福祉センタ- 13 : 30~ 15 :30 
20日
(水)
妊婦教室 3 市役所 13 :OO~ 16 :00 

88 1歳6か月児健康診査
金)

市コミセン ⑧13 :OO~ 13 :30 21日 機能訓練根気の会福祉センター 13 :30~15:30 

⑪昭和63年 5 月生まれ (62年12 月 ~63年4 月 生 (木) 定期巡回献血市役所 9 :30~ 12 :00 
まれで、まだ受けていない人も受診してくださP)
⑬母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ 23日 当番医

(土・抑) (内・小)松尾医院玖島1丁目 E⑫ 4412

10巴 当番医 (整)牟田整形外科医院 ー占町2丁目 宮g4501

(日) (内・小)寺井医院玖島 1丁目 E⑧ 3574
(外・内)田崎医院古町 1丁目 E⑧ 1234 24日 当番医

(日) (内・小)松永医院古町2丁目 fi~294 3 

11日 乳幼児健康相談 竹松出帳所 (整)松永整形外科医院西大村本町 宮⑪5864自合⑫4300

(用)
③ 9 :30~ 11 :00...... 0 ~ 6か月の乳児

13 :30~ 15 :00・・・・・・ 7か月以上の乳幼児 27日
妊婦教室4 市役所 13 :OO~ 16 :00 

⑪離乳食教室 10:30-15 :00 (水)

12日 乳幼児健康相談市コミセン 31日 当番医
(火)
⑤ 9 :30~ 11 :00..…. 0 ~ 6か月の乳児 (日) (内・小)松井医院久原 2丁目 fi@6624
13 :30~ 15 :00...…7か月以上の乳幼児 (整)貞松病院東本町 宮⑭ 1161

⑪離乳食教室 10:30-15:00
略号の説明 ⑨…対象 ⑤…受け付け

13日
妊婦教室2 市役所 13 :OO~ 16 :00 ⑮…持って くるもの ⑪…内容

(水) 当番医の診療時間 9:OO~ 18 :00 
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